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腎 肉 腫 の1例
岡山大学医学部泌尿器科教室(主任 大村順一教授)
助 手 白 神 健 志
          RENAL SARCOMA : REPORT OF A CASE 
 Tsu  yoshi SHIRAGA 
         From the Department of Urology, Okayama University Medical School 
                          (Director : Prof. J.  Oomura) 
   A case of renal sarcoma was recently experienced in our clinic. The patient was a 
41—year-old male, complaining of dull pain in the left flank abdomen, intermittent fever and 
a palpable mass in the left hypochondrial region. 
   Discussion is made on several aspectsof renal sarcoma.
　　　　　　　　 は　し が き
　 腎腫 瘍の 中で 肉腫 は きわめて 稀 な疾患 であ
る.我 々の教室 で も最近41才の男子に発生 した
腎肉腫 の1例 を 経験 したので 報 告す るととも
に,1905年以降,本 症例 を含めて,本 邦69例に
つ いてい ささかの考察 を加えてみたい.
　　　　　　　　 症 　　　　例
　患 者 ・杉○悟,41才,男子,公 務員.
　初 診=昭 和38年7月4日.
　入　院:同 上.













　現　症:体格,栄 養共に中等度,顔 貌正常.皮 膚に
病的所見なし.瞳孔正円左右同大,対光反刎正常.眠
結膜の貧血又は黄疽は認めない　口腔粘膜,舌,咽 頭
に は 異 常 な し.体 温38.9。C,脈搏96,整,緊 張 良 好.
呼 吸 正常.心 及 び 肺 に は 打 聴 診 上 異 常 を 認 め な い.肺
肝 嶢 界 第V肋 間,肝 及 び 脾 は共 に触 れ な い.頸 部,静
脈 角,腋 窩,鼠 径 部 等 の リン パ 腺 の腫 張 は 認 め ない.
泌 尿器 性 器 所 見:右 腎 は2横 指 触 れ るが 正 常.左 腎
は3横 指 腫 大 し,呼 吸性 移動 を全 く欠 き,表 面 凹 凸 不
平 で硬 度 を 増 し,軽 度 の圧 痛 を認 め る.尿 管 走 行 部 及
び 膀 胱 部 に は異 常 所 見 を 認 め な い.陰 茎,両 側 睾 丸 及
び 副 翠 丸 に 異常 を認 め ない が,陰 糞 内,左 精 索 静 脈 に
怒 張 を認 め る.右 精 索 異 常 な し.前 立 腺 及 び 精 嚢 腺 は
正 常.
臨 床検 査 成 績:血 圧120～70mmHg,血沈 値1時 間
値3mm,2時 間 値9mm.血 液 像 は赤 血 球 数438×104,
血 色 素 量81%(Sahli),ヘマ トク リ ッ ト30.5%,白血
球 数11,150,白血 球分 類,好 中球 桿 状 核6%,分 葉 核
72%,淋 巴 球16%,単 球O%,好 酸 球0%,好 塩 基 球
0%と 好 中 球増 多 を認 め る.血 液 化学 所 見=尿 素N
13・Omg/dl,尿酸5.Omg/d1,電解 質Na135.OmEq/1.
K4.55mEq/1,Cl110.OmEq/1,Ca10.56mg/dL血
清 蛋 白 総 量6.9g/dl,A4L9%,G58.1%,A/G比
O.72.肝機 能検 査=血 清 総 ビ リル ビン0.60mg/dl,直
接 ビ リル ビソ0・32mg/dl,膠質反 応 高 田(一),Gros
(±),Thymo11単位,CoR,Ro,ZnSO44単 位.
B.S,P.30'6.5%,45'4%.総腎 機 能 検 査 濃 縮 試
験 ・最 高比 重1032、P・S・P.1時 間66%,2時 間79
%・ 尿所 見 黄 褐 色 ・ 澗 濁(±),pH5.8,蛋白(土),
糖(一)・ 赤 血 球2-3/F・1三・H血球2-3/F,円柱(一),
































































腎腫瘍 の中 で も腎 肉腫 は稀 であ り,内 外諸家







































る.本 邦に於け る腎肉腫 については,磯 部2)
(1960)は自験例を含め て既に59例を文献上 よ




須 賀11)(1963)の各1例 が見 られ,更 に本症 例


















































































この69例の年令構成は第3表 の如 くで9才 以
下が20例の多数を占めている.これは腎に見 ら
れる肉腫の組織像が甚だ複雑多岐な病像を呈す
るばか りでな く,極 めて未分化 な腺癌或 いは胚
性混合腫 瘍 と混同 され やす く.結 局小児 にお け
る腎腫 瘍 の組 織学的診 断の困難性 を物語 るもの
と考 え られ る.最 近 の10例(第2表)に 於 ては
須賀(1963)の1年4カ 月 は 先ず特異 な 例 と
して,平 均年令 は43才 で 従来成人 につい ての
JuddcGDonald・2〕(1932)の40才代或 はMintzi3,
(1937)及びCu1P(GHartman14》(1948)の
50才代に略 々一致 してい る.「遡 では第3表 の
如 く,男 子38例,女 子29例,不 明2例 で稻 々男
子 に多 く,Priestleyls)(1939)は女子 に多 く.
Weiseletal.i6)(1943)は男子 に多い として
い るが,私 の 集 めた10例 では男女 各5例 で同
率で ある.叉Judd&Donald12(1932)及び
Mintzi3)(1937)は同率で性別 では先ず有意 の
差 はない と云 え る.罹 患側別 では磯 部2)(1960)
は同率で あるが,私 の10例は右3例,左7例 と
左側が よ り多 い結果 を示 してい る.
臨床症状:10例につい ては主訴 では血尿 が3
第3表 年令別 ・男女別及び組織像別分類
年 令 1～9 lOtv1920～2930tv3940～49 50～5960～6970～1合 計





















線維肉腫(紡錘形を含む) 8 2 3 3 4 5 4 1 30
円 形 細 紡 肉 腫 5 1 1 1 8
混 合 細 胞 肉 腫 2 1 1 1 3 1 i ユ0
巨 態 細 胞 肉 腫 … 1 1
血 管 周 囲 性 筋 肉 腫i
I 1 1
淋 巴 肉 腫1 1 1
…
平 滑 筋 肉 馴 1 2 1 4
1脂 肪 肉 腫
:
2 2
細 網 肉 腫 旨1 1 1 2
線 維 性 肉 腫+副 腎 腫1 1 11
線 維 肉 腫+結 核 旨 1 1
肉 剛 4 1 1 1 7
1

















































と詳細 に分類 してお り,こ の場合 も線維肉腫 が
最 も多 い事 を示 している.
扱 て本症例 の組織像 は胞体 の形態 或は鍍 銀像
か ら筋 肉腫 に甚だ近似 してい るが,さ てその組
織要素 を決定 すべ く,種 々の染 色法 に よる検 討
を試み たが,遺 憾 なが ら横紋筋線維 を検 出 し得
ず,遂 に止む な く,古 典 的な表 現法 として円形
細胞 肉腫 の名称 を付 したが,少 く共myoger1一
筋肉腫一平滑筋 肉腫 の範疇 に入れて先ず誤 りが
ないもの と考 えている.
治療及 び予後;腎 肉腫 の予後 は術 後,放 射 線
療法 を施行す るに もかかわらず極めて不 良であ
る.Priestleyis)(1939)は手術 例23例につ き3
年生存率17%,5年 生存率13%であ り,腎 細胞
癌及 びWilms'tumorの5年生存率 の各 々38
%,20%と 比較 して 不 良である.Weiselet
al.16》(1943)は術後殆 ん どの 症例 に 再 発を
み,5年 生存 率は僅かに10%と述べてい る.
本症例 に於 て も術後Co60照射 を施行 したに
もかかわ らず術後3カ 月で既に第11,12図の如
く肺転移 を招来 してい る.現 在1年 を経 過 して






(御指導,御 校閲を 戴いた 大村教授に 深 く感謝す
る.本論文の要旨は第28回日本泌尿器科学会関西地方
会に於て発表した.)
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(第9図)Heidenhein鉄ヘ マ トキ シ リソ染 色
し
(第12図)
